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東
京
地
方
本
部
は
、
八
月
七
日
に
第
四
七
回
軟

式
野
球
大
会
を
、
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球

場
に
お
い
て
開
催
し
た
。
一
〇
時
三
〇
分
に
開
会

式
が
行
わ
れ
、
鎌
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
上
野

支
部
チ
ー
ム
・
野
佐
根
総
監
督
（
委
員
長
）
の
選

手
宣
誓
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
一
時
一
五
分

に
鎌
田
委
員
長
の
始
球
式
と
と
も
に
試
合
が
開
始

さ
れ
た
。

　

自
動
車
支
部
チ
ー
ム
対
大
宮
地
区
本
部
チ
ー

ム
の
試
合
は
、
０
対
０
で
迎
え
た
二
回
裏
に
、
大

宮
チ
ー
ム
は
満
塁
か
ら
遠
藤
選
手
の
セ
ン
タ
ー
オ

ー
バ
ー
三
塁
打
な
ど
で
五
点
を
あ
げ
試
合
を
決
定

づ
け
、
三
回
裏
に
も
九
点
を
あ
げ
た
。
自
動
車
チ

ー
ム
の
反
撃
を
、
篠
原
涼
一
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

の
一
点
に
抑
え
快
勝
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
Ａ
チ
ー
ム
（
国
府
津
支
部
）

対
上
野
支
部
チ
ー
ム
の
試
合
は
、
一
回
裏
に
上
野

　

戦
争
法
成
立
に
抗
議
、
廃
止
を
目
指
し
て
毎
月

国
会
前
、
ま
た
は
議
員
会
館
前
で
行
わ
れ
て
い
る

一
九
日
集
会
が
八
月
も
議
員
会
館
前
で
開
催
さ
れ

た
。
今
月
は
「
韓
国
敵
視
を
煽
る
な
！
自
衛
隊
は

イ
ラ
ン
に
行
く
な
！
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
辺

野
古
新
基
地
建
設
は
断
念
を
！
八
・
一
九
国
会
議

員
会
館
前
行
動
」
と
し
て
行
わ
れ
、
猛
暑
の
中
で

あ
っ
た
が
一
六
〇
〇
人
の
市
民
・
労
働
者
が
結
集

し
、
国
労
東
京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し

戦
争
法
廃
止
を
訴
え
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
高
田
健
さ
ん
（
戦
争

さ
せ
な
い
！
九
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
共

同
代
表
）
は
「
先
の
参
議
院
選
挙
は
私
た
ち
の

勝
利
だ
。
参
議
院
で
改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
を

割
っ
た
の
は
立
憲
野
党
各
党
と
全
国
の
市
民
の

共
同
の
力
だ
っ
た
。
こ
れ
に
確
信
を
持
っ
て
こ

れ
か
ら
も
闘
い
続
け
よ
う
。
八
月
一
五
日
に
韓

国
・
光
化
門
前
で
五
万
人
が
雨
の
中
で
も
結
集

し
て
、
安
倍
Ｎ
Ｏ
・
日
韓
市
民
の
連
帯
を
訴
え

た
。
安
倍
政
権
は
韓
国
を
挑
発
し
て
、
日
韓
関

係
を
一
層
悪
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
歴
代
の
日

本
政
府
も
最
高
裁
も
、
徴
用
工
の
皆
さ
ん
の
個
人

請
求
権
を
認
め
て
き
た
。
こ
れ
に
経
済
制
裁
を
加

え
る
こ
と
は
許
せ
な
い
。
韓
国
で
も
こ
れ
を
進
め

て
い
る
の
は
安
倍
内
閣
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ

て
い
て
、
市
民
の
連
帯
を
訴
え
て
い
る
。
韓
国
の

民
衆
の 

呼
び
掛
け
に
応
じ
て
、
日
本
の
市
民
も
安

倍
政
権
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
訴

え
を
行
っ
た
。

　

国
会
議
員
も
参
加
さ
れ
、
代
表
し
て
立
憲
民

主
党
副
代
表
・
佐
々
木
隆
博
議
員
か
ら
「
ち
ょ

う
ど
今
お
盆
中
で
、
先
祖
に
思
い
を
は
せ
る
時

期
で
す
。
私
の
選
挙
区
は
北
海
道
の
旭
川
を
中

心
に
し
て
い
る
。
戦
争
中
、
旭
川
に
あ
っ
た
一

木
大
佐
が
率
い
た
第
七
師
団
が
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル
へ
派
遣
さ
れ
玉
砕
し
た
。
そ
の
後
残
さ
れ
た

多
く
の
家
族
・
子
孫
が
苦
し
ん
だ
。
私
の
父
は

シ
ベ
リ
ア
で
の
抑
留
生
活
を
送
っ
た
。
ど
う
い

う
歴
史
の
中
で
い
ま
こ
こ
に
い
る
の
か
、
平
和

を
子
供
た
ち
に
語
り
継
い
で
い
る
か
、
も
う
一

度
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
訴

え
が
さ
れ
、
こ
の
他
に
も
日
本
共
産
党
副
委
員

長
・
山
下
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
団

体
か
ら
、
改
憲
反
対
、
沖
縄
新
基
地
建
設
反
対
、

日
韓
関
係
改
善
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訴
え
が
さ
れ

た
。
集
会
の
最
後
に
国
会
に
向
け
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
が
さ
れ
て
戦
争
法
廃
止
な
ど
を
訴
え
終

了
し
た
。

チ
ー
ム
が
二
点
を
あ
げ
た
が
、
二
回
以
降
神
奈

川
Ａ
チ
ー
ム
が
逆
転
し
、
四
回
表
に
は
満
塁
か

ら
一
塁
ゴ
ロ
の
間
に
ま
ず
一
点
、
そ
の
後
二
遊

間
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
五
点
を
あ
げ
て
試
合
を
決
定

づ
け
た
。

　

八
王
子
地
区
本
部
チ
ー
ム
対
神
奈
川
Ｂ
チ

ー
ム
（
中
原
電
車
区
）
の
試
合
は
、
初
回
に

八
王
子
チ
ー
ム
が
、
満
塁
か
ら
佐
藤
久
選
手
の

セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
三
塁
打
で
三
点
、
そ
の
後

も
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
や
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で

計
五
点
を
あ
げ
て
先
行
し
た
。
し
か
し
神
奈
川

Ｂ
チ
ー
ム
は
、
二
回
裏
の
田
中
選
手
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
な
ど
で
小
刻
み
に
点
を
あ
げ
追
い
つ
い

た
。
決
着
が
つ
か
ず
、
無
死
満
塁
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
特
別
ル
ー
ル
で
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
が
一

点
を
あ
げ
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

大
井
工
場
チ
ー
ム
対
新
橋
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

戦

争

さ

せ

な

い
!

間
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
五
点
を
返
し
た
が
及
ば
な
か

っ
た
。

　

神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
（
国
府
津
支
部
）
対
新

橋
支
部
Ａ
チ
ー
ム
（
東
京
駅
）
の
試
合
は
、

神
奈
川
Ａ
・
竹
村
投
手
、
新
橋
Ａ
・
才
田
投
手

で
始
ま
り
、
新
橋
Ａ
チ
ー
ム
が
一
回
裏
の
セ
ン

タ
ー
オ
ー
バ
ー
三
塁
打
な
ど
で
小
刻
み
に
七
点

を
あ
げ
、
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
を
０
点
に
抑
え
、

準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

こ
の
結
果
、
準
決
勝
は
九
月
四
日
（
水
）
一
一

時
か
ら
、
新
橋
支
部
Ａ
チ
ー
ム
対
大
宮
地
区
本

部
チ
ー
ム
、
神
奈
川
地
区
本
部
Ｂ
チ
ー
ム
対
新

橋
支
部
Ｂ
チ
ー
ム
の
組
み
合
わ
せ
で
行 

わ
れ
る
。

再
び
熱
い
戦
い
や
好
プ
レ
ー
を
期
待
し
た
い
。

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

菊
池
選
手　
　
　

新
橋
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

田
中
選
手　
　
　

神
奈
川
地
区
本
部
Ｂ
チ
ー
ム

岡
田
選
手　
　
　

大
宮
地
区
本
部
チ
ー
ム

篠
原
涼
一
選
手　

自
動
車
支
部
チ
ー
ム

（
大
崎
駅
）
の
試
合
は
、
大
井
工
場
・
金
井
投
手
、

新
橋
Ｂ
・
奥
山
投
手
で
始
ま
り
、
一
回
裏
に
新
橋

Ｂ
チ
ー
ム
・
菊
池
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
一
点
を

あ
げ
、
二
回
裏
に
は
満
塁
か
ら
左
中
間
二
塁
打
で

三
点
を
あ
げ
る
な
ど
、
四
回
を
終
わ
っ
て
一
六
対

一
と
な
っ
た
。
大
井
工
場
チ
ー
ム
五
回
表
に
二
遊

19日

行 動

国労東京海づり大会

１０月５日（土）

申し込みは
　　 各地区本部・支部へ

７時 川崎・つり幸から出船

参加費１００００円



始球式　鎌田委員長

優勝杯返還　中原電車区チーム

選手宣誓　野佐根総監督
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国労東京
第70回定期地方大会

９月１４日 ( 土 ) 　13時開会

　　　１5日 ( 日 ) 　16時閉会

新橋交通ビル地下会議室


